
お知らせ

特
例
給
付
の
支
給
に
係
る
所
得

上
限
額
が
設
け
ら
れ
ま
す
！

　
令
和
４
年
１０
月
支
給
分
か
ら
、
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
の
所
得
が
左

記
表
の
②
以
上
の
場
合
、
児
童
手
当

な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※�
児
童
手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
な
く

な
っ
た
後
に
所
得
が
②
を
下
回
っ

た
場
合
、
改
め
て
認
定
請
求
書
の

提
出
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

※�

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
の
所
得

が
、
左
記
表
の
①
（
所
得
制
限
限

度
額
）
未
満
の
場
合
、
児
童
手
当

を
、
所
得
が
①
以
上
②
（
所
得
上

限
限
度
額
）
未
満
の
場
合
、
法
律

の
附
則
に
基
づ
く
特
例
給
付
（
児

童
１
人
当
た
り
月
額
一
律
５
、０

０
０
円
）
を
支
給
し
ま
す
。

現
況
届
の
提
出
が
不
要
に
な
り

ま
す
！（
一
部
受
給
者
を
除
く
）

　
令
和
４
年
度
か
ら
現
況
届
の
提
出

が
不
要
に
な
り
ま
す
。た
だ
し
、左
記

に
該
当
す
る
人
は
提
出
が
必
要
で
す
。

提
出
が
必
要
な
人

１
．�

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ

り
、
住
民
票
の
住
所
地
が
小
城

市
と
異
な
る
人

２
．�

支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
や
住
民

票
が
な
い
人

３
．�

離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居

さ
れ
て
い
る
人

４
．�

法
人
で
あ
る
未
成
年
後
見
人
、

施
設
な
ど
の
受
給
者

５
．�

そ
の
他
、
小
城
市
か
ら
提
出
の

案
内
が
あ
っ
た
人

次
の
変
更
事
項
が
あ
っ
た
人
は
市
に

届
出
が
必
要
で
す

１
．�

児
童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
支
給
対
象
と

な
る
児
童
が
い
な
く
な
っ
た
と

き

２
．�
受
給
者
や
配
偶
者
、
児
童
の
住

所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
他
の
市

区
町
村
や
海
外
へ
の
転
出
を
含

む
）

３
．�

受
給
者
や
配
偶
者
、
児
童
の
氏

名
が
変
わ
っ
た
と
き

４
．�

一
緒
に
児
童
を
養
育
す
る
配
偶

者
を
有
す
る
に
至
っ
た
と
き
、

ま
た
は
児
童
を
養
育
し
て
い
た

配
偶
者
が
い
な
く
な
っ
た
と
き

５
．�

受
給
者
の
加
入
す
る
年
金
が
変

わ
っ
た
と
き
（
受
給
者
が
公
務

員
に
な
っ
た
と
き
を
含
む
）

６
．�

離
婚
協
議
中
の
受
給
者
が
離
婚

を
し
た
と
き

７
．�

国
内
で
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
と
し
て
、
海
外
に
住
ん
で
い

る
父
母
か
ら
「
父
母
指
定
者
」

の
指
定
を
受
け
る
と
き

令和４年10月支給分から児童手当の制度が
一部変更されます 問  社会福祉課（西館１階）  【担当】原口・正嶋　☎37・6107

児童手当 検索
小城市ホームページから

①所得制限限度額 ②所得上限限度額

扶養親族などの数
（カッコ内は例）

所得額
（万円）

収入額の
目安
（万円）

所得額
（万円）

収入額の
目安
（万円）

０人
（前年末に児童が生まれて

いない場合など）
622 833.3 858 1,071

１人
（児童１人の場合など） 660 875.6 896 1,124

２人
（児童１人 ＋ 年収103万円
以下の配偶者の場合など）

698 917.8 934 1,162

３人
（児童２人 ＋ 年収103万円
以下の配偶者の場合など）

736 960 972 1,200

４人
（児童３人 ＋ 年収103万円
以下の配偶者の場合など）

774 1,002 1,010 1,238

５人
（児童４人 ＋ 年収103万円
以下の配偶者の場合など）

812 1,040 1,048 1,276
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国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
都

道
府
県
が
運
営
の
主
体
と
な

り
、
国
保
財
政
の
安
定
化
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
佐
賀
県
で
は
、

市
町
ご
と
の
標
準
保
険
税
率
な

ど
を
算
定
・
公
表
し
、
市
町
で

は
、
佐
賀
県
が
示
す
標
準
保
険

税
率
な
ど
を
参
考
に
、
国
保
税

率
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
小
城
市
で
は
、
そ
の

算
定
結
果
を
踏
ま
え
令
和
４
年

度
の
保
険
税
率
な
ど
を
左
記
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

令和４年度からの国民健康保険税率改正
のお知らせ 問  国保年金課（西館１階）  【担当】川浪・中野　☎37・6101

国民健康保険税　改正 検索
小城市ホームページから

《税率が改正されます》
区分 算定区分 令和３年度まで 令和４年度から

医療分
（国保加入者全員に課税）

所得割 10.40% 9.80%
均等割 29,000円 28,300円
平等割 35,000円 34,000円

後期高齢者支援分
（国保加入者全員に課税）

所得割 2.80% 2.90%
均等割 7,300円 7,500円
平等割 8,400円 8,400円

介護分
（介護第2号被保険者）
（40歳から64歳までの
国保加入者に課税）

所得割 2.30% 2.50%
均等割 7,400円 9,100円
平等割 4,200円 5,400円

《課税限度額が改正されます》
区分 令和３年度 令和４年度
医療分 63万円 65万円

後期高齢者支援分 19万円 20万円
介護分 17万円 17万円
計 99万円 102万円

《軽減判定所得基準額は現行のまま》
区分 世帯の合計所得（国保加入者と特定同一世帯所属者）
７割軽減 43万円 + 10万円×（給与所得者等の数−１）
５割軽減 43万円 + 28.5万円×（被保険者数（※１）） + 10万円×（給与所得者等の数−１）
２割軽減 43万円 + 52万円×（被保険者数（※１）） + 10万円×（給与所得者等の数−１）

（※１）同じ世帯の中で国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療の被保険者に移行した人を含む

　
平
日
の
開
庁
時
間
内
に
来
庁

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
時
間

外
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

〈
６
月
平
日
〉

開
設
日

　
毎
週
木
曜
日
（
祝
日
除
く
）

開
設
時
間

　
１７
時
１５
分
〜
１９
時

※�

当
日
１７
時
ま
で
に
電
話
で
の

予
約
が
必
要
で
す
。

〈
６
月
日
曜
日
〉

開
設
日

　
６
月
１２
日
㈰
、
２６
日
㈰

開
設
時
間

　
９
時
〜
１３
時

〈
共
通
事
項
〉

開
設
場
所

　
市
民
課
（
出
張
所
を
除
く
）

取
扱
業
務

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
・
交
付

・
電
子
証
明
書
の
更
新

・
暗
証
番
号
の
変
更（
初
期
化
）

・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込

・
保
険
証
利
用
の
申
込

・
公
金
受
取
口
座
の
登
録

※�

顔
写
真
の
無
料
撮
影
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

マイナンバーカードの時間外手続きのお知らせ
問 申  市民課（西館１階）  【担当】嘉村・野中　☎３７・６１００

マイナンバーカード 検索
小城市ホームページから
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お知らせ

納
入
通
知
書
の
発
送
は

�

６
月
中
旬
ご
ろ

　
保
険
料
は
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収

・�
対
象
者　
年
金
の
受
給
額
が

月
額
１
万
５
千
円
以
上
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と

介
護
保
険
料
を
合
計
し
て
対

象
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１

を
超
え
な
い
人

・�

納
め
方　
偶
数
月
ご
と
に
支

給
さ
れ
る
年
金
か
ら
支
払
い

（
手
続
き
不
要
）

普
通
徴
収

・�

対
象
者　
特
別
徴
収
の
対
象

と
な
ら
な
い
人

・�

納
め
方　
被
保
険
者
本
人
、

世
帯
主
、
配
偶
者
な
ど
の
口

座
か
ら
の
「
口
座
振
替
」
ま

た
は
同
封
の
納
付
書
で
の
支

払
い

※�

口
座
振
替
は
別
途
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

※�

世
帯
主
や
配
偶
者
な
ど
の
口

座
か
ら
振
替
を
さ
れ
た
場
合

は
、
そ
の
人
の
社
会
保
険
料

控
除
の
適
用
に
な
り
ま
す
。

☆
納
付
は
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す

　
振
替
開
始
ま
で
、
申
し
込
み

か
ら
１
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま

す
。
早
め
に
金
融
機
関
で
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関

　
市
内
に
支
店
が
あ
る
次
の
金

融
機
関

　
佐
賀
銀
行
／
佐
賀
県
農
業
協

同
組
合
／
佐
賀
共
栄
銀
行
／
九

州
労
働
金
庫
／
佐
賀
東
信
用
組

合
／
九
州
信
用
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
／
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

※�

市
内
の
支
店
・
支
所
な
ど
に

口
座
振
替
依
頼
書
を
備
え
つ

け
て
い
ま
す
。

金
融
機
関
へ
持
っ
て
い
く
も
の

・
口
座
の
預
（
貯
）
金
通
帳

・
通
帳
の
届
け
印

・�

納
入
通
知
書
な
ど
振
替
内
容

が
確
認
で
き
る
も
の

令和４年度 後期高齢者医療保険料の納入通知書を発送します
問  国保年金課（西館１階）  【担当】川浪・森永　☎37・６１０１

保
険
料
額
な
ど
内
容
を
確

認
し
、
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
小
城
市
で
は
、
環
境
の
保
全

と
創
造
に
関
す
る
取
り
組
み
を

計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
た

め
、環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
、

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
環
境
基

本
計
画
の
基
本
的
施
策
の
１
つ

に
は
、「
地
球
温
暖
化
防
止
の
推

進
」
を
位
置
づ
け
、
次
の
と
お

り
３
つ
の
取
り
組
み
の
方
向
性

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
か
け
が
え
の
な
い
地
球
を
守

り
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
人
一

人
が
意
識
を
持
ち
、
環
境
に
配

慮
し
た
生
活
を
送
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
６
月
の
環
境
月
間
に
合
わ
せ

て
、
３
つ
の
取
り
組
み
の
方
向

性
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
家

庭
で
も
取
り
組
め
る
地
球
温
暖

化
の
防
止
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

①
環
境
保
全
行
動
の
推
進

・�

部
屋
の
照
明
は
こ
ま
め
に
消

し
ま
し
ょ
う
。

・�

電
気
ポ
ッ
ト
を
使
わ
な
い
と

き
は
プ
ラ
グ
を
抜
き
ま
し
ょ

う
。

・�

冷
蔵
庫
に
物
を
詰
め
過
ぎ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
交
通
手
段
の
選
択

・�

で
き
る
限
り
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・�

マ
イ
カ
ー
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

③�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
推
進

・�

太
陽
光
な
ど
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
利
用
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

みんなで守ろう！かけがえのない地球
～６月は環境月間です！～ 問  環境課（西館１階）  【担当】池田・藤木　☎37・6102

第２次小城市環境基本計画 検索
小城市ホームページから

環
境
の
日
と
環
境
月
間

　
６
月
５
日
は
環
境
の
日

で
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
４７

年
６
月
５
日
か
ら
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た

「
国
連
人
間
環
境
会
議
」
を

記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

国
連
で
は
、
日
本
の
提

案
を
受
け
て
６
月
５
日
を

「
世
界
環
境
デ
ー
」
と
定
め

て
い
て
、
日
本
で
は
「
環

境
基
本
法
」
で
６
月
５
日

を
環
境
の
日
と
し
、
６
月

の
１
カ
月
間
を
環
境
月
間

と
定
め
て
い
ま
す
。
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６月23日（木）から29日（水）までは

「男女共同参画週間」です
男女共同参画週間とは
　毎年６月23日から29日までの１週間を「男女共同参画週間」として、男女共同参画社会
基本法の目的や基本理念について理解を深めることを目指しています。

令和４年度
　キャッチフレーズ

＊「あなたらしい」を築く、「あたらしい」社会へ
＊じぶんを生きよう　自分の人生、自分らしく。
＊あなたの色と、私の色。混ざり合ったら新しい色。

　女性人材バンクとは、専門知識をもつ人や各分野で活躍される女性を登録するものです。市の各種審議会委員選考
の際に、その候補者として人材バンクから各課へ紹介をしています。

　誰もが生き生きと暮らすことのできる男女共同参画社会を実現するためには、市民の皆さんの第一歩が必要です！
　登録については、下記担当までご連絡ください。

女性人材バンク登録者を募集しています

登録者の声〔圓
えん

城
じょう

寺
じ

真
ま

理
り

子
こ

さん〕
　審議会では私たちの生活に関わる大切なことを話し合います。消防団や市
民活動での自身の経験を踏まえた意見や思いを、審議会の中で伝えていくこ
とで、今より暮らしやすい小城市になるといいなと思います。
　また、さまざまな人の意見を聞く機会にもなり、良い経験になりますよ。

問 申  企画政策課（西館２階）  【担当】挽地・古賀　☎37・6115

　令和４年度～令和８年度を計画
期間とする第３次小城市男女共同
参画プラン（さくらプラン）を策
定しました。プランでは、「男女が
ともに認めあい、支えあい、希望
あふれる小城市をめざして」、市
民、事業者、行政がそれぞれの責
務を自覚し、家庭・地域・学校・
職場など、あらゆる場面でコミュ
ニケーションを図りながら、互い
が協働して男女共同参画社会の実
現に取り組むこととしています。

第３次小城市男女共同参画プランを
策定しました

　政府は、第５次男女共同参画基本計画において自治
会長に占める女性の割合を令和７年までに10％とする
ことを目標として、地域活動における男女共同参画の
推進、自治会など地域における多様な政策・方針決定
過程への女性の参画拡大を推進することとしています。
　年齢、性別、職業、障がいの有無など多様な人々が
生活されている地域社会の中
で、地域課題を解決するために
は男女がともに持てる力を発揮
し、より住みやすい地域づくり、
まちづくりに取り組むことが必
要です。

男女共同参画で地域づくり
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お知らせ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
被
害
者
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
佐
賀
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｓ

Ｓ
で
は
、「
ホ
ン
デ
リ
ン
グ
」事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
ご
家
庭
な
ど

で
不
用
に
な
っ
た
本
や
Ｃ
Ｄ

（
ア
ル
バ
ム
）、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ゲ
ー

ム
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
売
却
代
金
を
寄
付
と
し
て
、

佐
賀
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
が
行
う
犯
罪

被
害
者
支
援
活
動
に
役
立
て
る

も
の
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
寄
付
で
、
犯
罪
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
々
へ
の
支
援

の
輪
が
広
が
り
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
場
所

　
小
城
市
役
所
の
西
館
玄
関
付

近
に
回
収
箱
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

寄
贈
で
き
る
も
の

寄
贈
で
き
な
い
も
の

・�

汚
損
や
破
損
な
ど
が
酷
い
も

の
・�

雑
誌
や
コ
ン
ビ
ニ
コ
ミ
ッ

ク
、
百
科
事
典
な
ど

・�

Ｃ
Ｄ
（
シ
ン
グ
ル
）
や
ア
イ

ド
ル
の
投
票
券
な
ど
特
典
付

き
Ｃ
Ｄ

ボ
イ
ス

◆本の場合
　ISBNコードが付いているものが対象

◆CD・DVD・ゲームの場合
　規格品番が付いているものが対象

問  ・NPO法人被害者支援ネットワーク佐賀V
ボイス

OISS　☎３３・２１３０
・社会福祉課（西館１階）  【担当】西岡・永田　　☎３７・６１０７

ホンデリング（犯罪被害者支援事業）にご協力ください ホンデリング 検索
小城市ホームページから

問  教育総務課（東館２階）�
【担当】髙塚・圡井　☎37・6130

教育委員が任命されました

　
教
育
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
白し
ら
木き

原は
ら
佳よ
し
子こ

さ
ん
が

令
和
４
年
３
月
議
会
の
同
意

を
得
て
、
５
月
１６
日
付
で
教

育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
の
任
期
は
４
年

間
で
、
教
育
行
政
に
関
す
る

重
要
事
項
や
教
育
の
基
本
方

針
に
つ
い
て
、
教
育
長
と
と

も
に
合
議
制
で
決
定
を
行
い

ま
す
。

　
任
期

　
令
和
４
年
５
月
１６
日
～

　
令
和
８
年
５
月
１５
日

白木原佳子さん（再任）

問  社会福祉課（西館１階）�
【担当】西岡・永田　☎37・6107

犯罪被害者等支援 検索
小城市ホームページから犯罪被害者等

支援について

　
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族

の
多
く
は
、
生
命
、
身
体
、

財
産
と
い
っ
た
直
接
的
な
被

害
だ
け
で
な
く
、
被
害
後
に

生
じ
る
２
次
的
被
害
と
い
わ

れ
る
精
神
的
な
シ
ョ
ッ
ク
や

周
囲
の
人
々
の
配
慮
に
欠
け

た
対
応
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
苦

し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
「
小
城
市
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
」
に
基
づ

き
、
相
談
窓
口
を
社
会
福
祉

課
地
域
福
祉
係
に
設
置
し
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
犯
罪
被
害
者
な
ど
に

対
し
て
状
況
に
応
じ
た
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※�

犯
罪
被
害
者
等
見
舞
金
支

給
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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問  下水道課（東館２階）�
【担当】西村・久保　☎３７・６１２２

下水道　排水量削減 検索
小城市ホームページから大雨時の下水排水

量削減のお願い

　
近
年
、
全
国
に
お
い
て
局

地
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
、

河
川・水
路
の
増
水
や
氾
濫
、

道
路
の
冠
水
な
ど
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
地
域

に
よ
っ
て
は
、
ト
イ
レ
な
ど

の
排
水
が
一
時
的
に
流
れ
に

く
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
原
因
は
、
多
量
の
雨

水
が
流
れ
込
み
、
下
水
道
本

管
が
満
水
と
な
る
こ
と
に
よ

り
、
通
常
の
汚
水
の
流
れ
を

阻
害
し
て
、
ご
家
庭
の
排
水

が
流
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る

た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
は
時
間

の
経
過
と
と
も
に
回
復
し
ま

す
の
で
、
基
本
的
に
は
、
宅

内
の
排
水
設
備
内
の
水
が
引

く
ま
で
、
お
風
呂
、
洗
濯
機

や
台
所
な
ど
の
排
水
を
で
き

る
だ
け
控
え
、
し
ば
ら
く
お

待
ち
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
「
佐
賀
県
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー

ミ
ッ
ト
制
度
」
は
、
身
体
に
障

が
い
の
あ
る
人
、
高
齢
者
、
妊

産
婦
、
け
が
を
し
て
一
時
的
に

歩
行
が
困
難
な
人
な
ど
、
身
障

者
用
駐
車
場
を
本
当
に
必
要
と

す
る
人
の
た
め
の
制
度
で
す
。

　
利
用
で
き
る
人
に
は
申
請
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
県
内

に
共
通
す
る
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー

ミ
ッ
ト
（
身
障
者
用
駐
車
場
利

用
証
）
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
人

①�

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
で

歩
行
が
困
難
な
人

②�

一
時
的
に
歩
行
が
困
難
な
人

（
け
が
や
病
気
の
人
、
妊
産

婦
で
妊
娠
７
カ
月
～
産
後
３

カ
月
の
人
）

③�

高
齢
者
で
歩
行
が
困
難
な
人

（
要
介
護
１
以
上
の
人
）

④�

難
病
な
ど
に
よ
り
、
歩
行
が

困
難
な
人
（
難
病
患
者
、
療

育
手
帳
の
障
が
い
の
程
度

「
Ａ
」の
人
）

※�

申
請
に
必
要
な
書
類
や
有
効

期
限
は
担
当
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

公
共
施
設
の
ほ
か
、
県
と
提

携
し
て
い
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
や
店
舗
、
ホ
テ
ル

な
ど
の
商
業
施
設
の
身
障
者

用
駐
車
場
で
利
用
で
き
ま
す
。

※�

パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
を

持
っ
て
い
な
い
人
が
駐
車
し

て
い
る
と
い
う
多
く
の
声
を

耳
に
し
ま
す
。
本
当
に
必
要

な
人
が
利
用
で
き
る
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

パーキングパーミット制度〜本当に必要な人のために〜
問 申  社会福祉課（西館１階）  【担当】永田・西岡　☎37・6107

▲この看板が目印！

問 申  文化課（桜城館２階）�
【担当】下川・麻生　☎７３ ・８８０９

イベント開催団体
を募集します

　
高
度
芸
術
鑑
賞
へ
の
参
加

を
通
じ
て
感
性
を
磨
き
、
多

く
の
人
に
日
頃
味
わ
え
な
い

感
動
や
刺
激
を
体
験
し
て
も

ら
い
ま
せ
ん
か
。

　
実
施
を
し
て
い
た
だ
け
る

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

（�

過
去
の
実
績
：
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
。
プ
ロ
に
準
じ
た

団
体
・
個
人
が
対
象
）

開
催
委
託
料

　
７
万
６
千
円
以
内

募
集
期
間

　
７
月
末
ま
で

実
施
時
期

　
８
月
～

　
令
和
５
年
２
月
末
日

※�

応
募
に
は
、
開
催
内
容
が

明
記
さ
れ
て
い
る
書
類
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
内
容
の
中
か
ら
、
担

当
課
で
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で

の
開
催
と
な
り
ま
す
。
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　市民のニーズに応じた自主性のある行政サービスを安
定して提供できる財政基盤を築くためには、一般的に「自
主財源」の割合が高いほど望ましいと考えられています。
　市の収入総額216億8,750万円の内、「自主財源」が占
める割合は70億3,813万円で32.4%、「依存財源」が146
億4,937万円で67.6%となっており、国や県からもらえる
お金や借金に頼った収入構造といえます。

　民生費（市民の生活と安定した社会生活を保障する
ための経費）、教育費（小・中学校、公民館事業など
に関する経費）など、その目的によって分類した予算
となっています。

自主財源…市が自ら徴収することができるお金のこと。
　　　　　市税や施設の使用料、各種手続きの手数料など。

依存財源…国や県から交付されるお金や市の借金のこと。
　　　　　地方交付税や補助金、市債など。

※グラフの（　）内は構成比。構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。

歳　入 歳　出

　令和４年度予算は、対前年度比でプラス5.0％、10億2,304万７千
円の増となっています。
　主な事業としては、「新型コロナウイルスワクチン接種事業」「牛
津川遊水地事業」「牛津駅前広場整備事業」「移住・定住対策事
業」「保育所等整備補助事業」「園芸振興対策事業」「消防施設・
設備整備事業」「体育施設管理事業」などです。

216億8,750万円令和４年度
予 算 総 額 令和４年度 小城市

予算

星巌寺楼門▶

小城市総合計画に沿って令和４年度の主な事業を紹介します（政策別）
今年度の主な事業

牛津駅前広場整備事業 8,605万6千円
賑わいの創出と交通利用者の利便性を高めるた
め、牛津駅前広場を再整備します。

計画的な土地利用の推進と効率的な都市づくり

移住・定住対策事業 2,192万7千円
芦刈地区の過疎対策として、定住人口の確保と地
域の活性化を図るため、芦刈町内に新たに1戸建
て住宅を取得して転入・転居する場合に奨励金を
交付します。また、空き家バンクに登録された住
宅の改修費用などに補助金を交付します。

住みたい！と思う　笑顔が集まるキレイなまち政策
１

県指定重要文化財保存整備事業 20万円
市内に所在する県指定重要文化財を維持管理し、文化財を後世へ引き
継ぎます。本年度は、昨年度調査した県指定重要文化財である星巌寺
楼門の鯱瓦設置工事に対し補助します。

歴史・文化の継承と文化財の保存

歴史、文化と歩んでいく　自然豊かなまち政策
３

橋りょう補修事業 1億170万円
交通の円滑化を図るため、老朽化した市内の橋
りょうの補修工事および架け替え工事を行いま
す。

道路の保全と交通網の充実

社会資本整備総合交付金事業
（新設改良） 1,516万5千円
歩行者などの安全性と利便性を確保するため、用
地買収、歩道設置工事などを行います。

安全に　みんなが行き交うまち政策
２

新公立病院建設事業 2,327万2千円
小城市民病院と多久市立病院を統合し、誰もが安
心して生命と健康を託せる温かい新病院を整備す
るため、造成工事および実施設計費用を負担しま
す。

新型コロナウイルスワクチン接種事業
1億466万7千円

新型コロナウイルス感染症感染拡大を抑制すると
ともに、重症化を防ぎ、市民の健康を守るため、
ワクチンの予防接種を実施します。

体育施設管理事業 2億9,623万3千円
市民が生涯にわたってスポーツを楽しめる環境の充実を図るため、芦刈文化体
育館の大規模改修工事などを行います。

生涯学習・生涯スポーツの充実

健康づくりと保健・医療の充実

みんなが健やかで　生きがいを感じるまち政策
４

歳入
２１６億
８，７５０万円

交通安全対策
特別交付金
850万円
（0.0％）

環境性能割交付金
1,312万円（0.1％）

寄附金
13億6,450万円
（6.3％）

分担金及び負担金
1億1,777万円
（0.5％）

県支出金
18億7,246万円
（8.6％）

繰越金
1億円（0.5％）

繰入金
5億3,114万円
（2.4％）

諸収入
3億5,183万円
（1.6％）

使用料及び手数料
1億6,194万円
（0.7％）

国庫支出金
32億7,394万円
（15.1％）

財産収入
3,302万円
（0.2％）

市債
11億1,790万円
（5.2％）

地方消費税交付金
9億4,595万円
（4.4％）

地方譲与税
1億5,706万円
（0.7％）

予備費
3,000万円
（0.1％）

労働費
918万円
（0.0％）

公債費
23億5,701万円
（10.9％）

災害復旧費
2億4,243万円
（1.1％）

商工費
2億874万円
（1.0％）

農林水産業費
10億8,249万円
（5.0％）

議会費
2億518万円
（0.9％）

総務費
24億9,157万円
（11.5％）

民生費
77億5,597万円
（35.8％）

教育費
22億2,191万円
（10.2％）

土木費
18億7,689万円
（8.7％）

衛生費
23億3,658万円
（10.8％）

消防費
8億6,955万円
（4.0％）

市税
43億7,792万円
（20.2％）

地方交付税
71億4,575万円
（32.9％）

諸支出金
0万円
（0.0％）

配当割交付金
1,460万円
（0.1％）

法人事業税
交付金
3,611万円
（0.2％）

株式等譲渡
所得割交付金

2,205万円（0.1％）

地方特例交付金
3,768万円（0.2％）

利子割交付金
426万円
（0.0％）

歳出
２１６億
８，７５０万円
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　市民のニーズに応じた自主性のある行政サービスを安
定して提供できる財政基盤を築くためには、一般的に「自
主財源」の割合が高いほど望ましいと考えられています。
　市の収入総額216億8,750万円の内、「自主財源」が占
める割合は70億3,813万円で32.4%、「依存財源」が146
億4,937万円で67.6%となっており、国や県からもらえる
お金や借金に頼った収入構造といえます。

　民生費（市民の生活と安定した社会生活を保障する
ための経費）、教育費（小・中学校、公民館事業など
に関する経費）など、その目的によって分類した予算
となっています。

自主財源…市が自ら徴収することができるお金のこと。
　　　　　市税や施設の使用料、各種手続きの手数料など。

依存財源…国や県から交付されるお金や市の借金のこと。
　　　　　地方交付税や補助金、市債など。

※グラフの（　）内は構成比。構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。

歳　入 歳　出

　令和４年度予算は、対前年度比でプラス5.0％、10億2,304万７千
円の増となっています。
　主な事業としては、「新型コロナウイルスワクチン接種事業」「牛
津川遊水地事業」「牛津駅前広場整備事業」「移住・定住対策事
業」「保育所等整備補助事業」「園芸振興対策事業」「消防施設・
設備整備事業」「体育施設管理事業」などです。

216億8,750万円令和４年度
予 算 総 額 令和４年度 小城市

予算

星巌寺楼門▶

小城市総合計画に沿って令和４年度の主な事業を紹介します（政策別）
今年度の主な事業

牛津駅前広場整備事業 8,605万6千円
賑わいの創出と交通利用者の利便性を高めるた
め、牛津駅前広場を再整備します。

計画的な土地利用の推進と効率的な都市づくり

移住・定住対策事業 2,192万7千円
芦刈地区の過疎対策として、定住人口の確保と地
域の活性化を図るため、芦刈町内に新たに1戸建
て住宅を取得して転入・転居する場合に奨励金を
交付します。また、空き家バンクに登録された住
宅の改修費用などに補助金を交付します。

住みたい！と思う　笑顔が集まるキレイなまち政策
１

県指定重要文化財保存整備事業 20万円
市内に所在する県指定重要文化財を維持管理し、文化財を後世へ引き
継ぎます。本年度は、昨年度調査した県指定重要文化財である星巌寺
楼門の鯱瓦設置工事に対し補助します。

歴史・文化の継承と文化財の保存

歴史、文化と歩んでいく　自然豊かなまち政策
３

橋りょう補修事業 1億170万円
交通の円滑化を図るため、老朽化した市内の橋
りょうの補修工事および架け替え工事を行いま
す。

道路の保全と交通網の充実

社会資本整備総合交付金事業
（新設改良） 1,516万5千円
歩行者などの安全性と利便性を確保するため、用
地買収、歩道設置工事などを行います。

安全に　みんなが行き交うまち政策
２

新公立病院建設事業 2,327万2千円
小城市民病院と多久市立病院を統合し、誰もが安
心して生命と健康を託せる温かい新病院を整備す
るため、造成工事および実施設計費用を負担しま
す。

新型コロナウイルスワクチン接種事業
1億466万7千円

新型コロナウイルス感染症感染拡大を抑制すると
ともに、重症化を防ぎ、市民の健康を守るため、
ワクチンの予防接種を実施します。

体育施設管理事業 2億9,623万3千円
市民が生涯にわたってスポーツを楽しめる環境の充実を図るため、芦刈文化体
育館の大規模改修工事などを行います。

生涯学習・生涯スポーツの充実

健康づくりと保健・医療の充実

みんなが健やかで　生きがいを感じるまち政策
４

歳入
２１６億
８，７５０万円

交通安全対策
特別交付金
850万円
（0.0％）

環境性能割交付金
1,312万円（0.1％）

寄附金
13億6,450万円
（6.3％）

分担金及び負担金
1億1,777万円
（0.5％）

県支出金
18億7,246万円
（8.6％）

繰越金
1億円（0.5％）

繰入金
5億3,114万円
（2.4％）

諸収入
3億5,183万円
（1.6％）

使用料及び手数料
1億6,194万円
（0.7％）

国庫支出金
32億7,394万円
（15.1％）

財産収入
3,302万円
（0.2％）

市債
11億1,790万円
（5.2％）

地方消費税交付金
9億4,595万円
（4.4％）

地方譲与税
1億5,706万円
（0.7％）

予備費
3,000万円
（0.1％）

労働費
918万円
（0.0％）

公債費
23億5,701万円
（10.9％）

災害復旧費
2億4,243万円
（1.1％）

商工費
2億874万円
（1.0％）

農林水産業費
10億8,249万円
（5.0％）

議会費
2億518万円
（0.9％）

総務費
24億9,157万円
（11.5％）

民生費
77億5,597万円
（35.8％）

教育費
22億2,191万円
（10.2％）

土木費
18億7,689万円
（8.7％）

衛生費
23億3,658万円
（10.8％）

消防費
8億6,955万円
（4.0％）

市税
43億7,792万円
（20.2％）

地方交付税
71億4,575万円
（32.9％）

諸支出金
0万円
（0.0％）

配当割交付金
1,460万円
（0.1％）

法人事業税
交付金
3,611万円
（0.2％）

株式等譲渡
所得割交付金

2,205万円（0.1％）

地方特例交付金
3,768万円（0.2％）

利子割交付金
426万円
（0.0％）

歳出
２１６億
８，７５０万円
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保育所等整備補助事業
2億3,005万3千円

市内私立保育所等の改修、改造、防犯対策強化な
どの施設整備や、市内の保育ニーズへの対応と安
全かつ安心な保育環境を確保するため、より良い
保育環境整備に対し補助します。

子育て支援の充実

子ども家庭総合支援拠点事業
520万5千円

すべての子どもとその家庭および妊産婦などの福
祉に関し、必要な支援を行うことにより、子育て
支援の強化を図るため、小城市子ども家庭総合支
援拠点を設置します。

子どもが自分らしく　笑顔で育っていけるまち政策
６

牛津川遊水地事業 8,806万8千円
国が実施する牛津川遊水地整備にあたり、家屋移
転が必要となることから、集団移転の代替地の整
備を行うための、基本計画づくりなどを行います。

防災・減災体制の充実

消防施設・設備整備事業 7,456万2千円
災害から市民の生命、身体、財産を守るため、消
防施設や設備の整備などを行います。また芦刈町
に拠点となる格納庫の整備を行います。

ひとりひとりの力を合わせて防犯・防災　安心して暮らせるまち政策
10

地方創生推進交付金（観光振興）事業 819万円
観光人口、交流人口の増大を図るため、リビングラボの手法を用いたサイクルツーリズムの
試行・検証を行います。また観光に訪れた人に対し、適切に情報発信ができるよう、移動式
の情報発信拠点を設置します。

観光の振興

市民みんなが観光ガイド！　ひとがひとを呼ぶまち政策
９

園芸振興対策事業 4,888万8千円
農業所得向上に向けた収量・品質の向上や経営規模の拡大、経営コストの削減な
ど、農業所得の確保・向上ができる園芸農業の確立に必要な施設・機械などの費用
に対して補助します。

農業の振興と森林の保全

地域の資源を活かし　企業も市民も元気なまち政策
７

生活困窮者対策事業 2,192万4千円
生活保護に至る前の自立支援策として、生活困窮者に対し、自立相談、家計改
善および就労準備などの支援並びに住居確保給付金を支給します。

地域福祉の充実

みんなでささえあう　やさしいまち政策
５
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小城町253番地21  ☎37・6601　開館時間／８時30分～22時 ゆめぷらっと小城 検索

インフォメーション

10時～11時
ミニ講座
開催

６月14日（火）

まちの元気塾　「小城暮らしの保健室」

問 ひらまつクリニック内地域包括ケア
推進室　☎72・8650

参加費 無料

参加費 無料
対象者 小学３～４年生（親子30組）※児童だけの参加も可

参加費 1,000円

持参品 エプロン、三角巾、マスク、筆記用具
募集期限 ５月31日（火）

定員 各20人

定員 ８人（18歳以上対象）

場所 １階  研修室

日時 ６月14日（火） 10時～15時
６月25日（土） 13時～15時

問 ゆめぷらっと小城　☎37・6601

まちの元気塾　「手づくりパン教室」
日時 ６月11日（土） 13時～16時

統計データフェア・統計グラフワークショップ

場所 １階  ギャラリー
日時 ６月17日（金）10時 ～24日（金）16時

場所 ２階  天山ホール
日時 ６月25日（土） 10時～12時

場所 １階  クッキングスタジオ

講師 野中亮彦先生（北川副小学校指導教諭）
の なかあきひこ

講師 オープンオーブンkei手作りパン洋菓子教室
JHBS師範 中島圭子さん

なかしまけい こ

【統計データフェア】
統計の大切さ、面白さなどを身近に感じていただくため、令和
３年度統計グラフ佐賀県コンクール特選・入選作品のうち上位
入賞作品や統計パネルなどの展示を行います。

【統計グラフワークショップ】
統計グラフの基礎を学び、親子で力を合わせて統計グラフを
作成します。

問・申 佐賀県  統計分析課　☎25・7036

※新型コロナウイルス感染症対策のため密回避にご協力
　ください。子ども同伴での参加はご遠慮ください。

完全防音ですので、楽器や歌の練習に
集中できます。なお、冷暖房使用料が
無料です。少人数で楽器や歌の練習に
最適な音楽スタジオをぜひご利用くだ
さい。

音楽スタジオ利用スペース案内利用スペース案内

〈小城市内の個人〉
1時間　550円（税込）
〈小城市内の団体〉
1時間　880円（税込）

ご利用料金

※小城市外の団体・個人のご利用は、上記の2倍の料金になります。
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６月１日は人権擁護委員の日
問  人権・同和対策室（西館１階）  【担当】本村・糸山　☎37・6136

人権擁護委員の日 検索
小城市ホームページから

（４月入札分で予定価格が1,000万円を超えるもの）� （単位：円、％）

工事名等 指名業者等 落札業者 落札決定額�
(うち消費税相当額)

予定価格�
(うち消費税相当額) 落札率 入札執行課

令和４年度道路維持補修事業
小城市内道路維持補修業務

㈱城南建設、岡本建設㈱、
㈱中島工務店、㈱政工務店

㈱中島工務店
34,617,000
(3,147,000)

34,969,000
(3,179,000)

98.99 財政課
☎37・61１７

問  財政課（西館２階）  【担当】古賀・辻田　☎３７・６１１７入札結果を公表します

※入札結果は、市ホームページでも公表しています。 入札結果 検索小城市ホームページから
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